	かいごのWa!なか　在宅看護部会

	実施
	H29.7.12（水）18：00～20：30　麦田地域ケアプラザ


	参加者
	アイビー訪問看護ST　金井　司会
きらり訪問看護ST　若尾　
たんぽぽ訪問看護ST 瀧田
本牧訪問看護ST　及川
中区医療センター訪問看護ＳＴ　古泉
ポーラ訪問看護ST　　宮沢
	愛を繋ぐ訪問看護リハＳＴ　　関
ｼｮｳｴｲ訪問看護ＳＴ　高野　
横浜中央病院附属訪問看護ST 古川　書記



	　議題　

１　「区レベル地域ケア会議の説明」中福祉保健センター　鈴木直子氏より
地域ケアシステムの構築にむけ、中区の特徴を活かした計画を策定していく

●横浜市を取り巻く在宅の推移　→　要介護認定者　1.5倍　　在宅療養者数　　1.7倍

認知症高齢者数　1.5倍とこれから2025年にむけ増加していく

その中でも中区は65歳以上の高齢者は9.3％。横浜市18区の中では平均より↓

●中区は外国人居住者がおおい。(10.7％が外国人)
●高齢者の中でも要介護認定の未申請も75%いる。→予防的な関わりも強化

ディスカッション（意見）
・踵部の褥瘡のケース依頼があった。骨が融解するレベルでの訪問導入だったが、もう少し早く介入できなかったのか

・病院（病棟）との連携が必要
・キーパーソンレスの利用者に対しての看取りの意思決定支援が不足している

・外国人の訪問看護利用者が増加している（言葉・文化の違いで苦慮する）

・ヘルパーへの教育の機会が増えると在宅のレベルがアップすると思う

・ケアマネの立案するケアプランに医療面では看護としてアドバイスしている
・在宅療養者のレスパイトの場が少ない

・救急車に乗るほどの重症ではないが、家族状況、住環境からどうしても手段として救急車を呼ばないといけないケースがある、民間の救急車より安価で、利用できる介護タクシーのような手段が欲しい
　　
　次回　8月　4日　金曜日　１８時から　納涼会となります


